
○ 日 時 令和５年３月１０日（金）午後６時００分

○ 場 所 緑と語らいの広場複合施設　えにあす２階　　会議室８－１

１．開会

２．保健福祉部長挨拶

３．議事

（１）令和５年度保健事業の推進について

（２）令和５年度新規・拡大事業（案）について

① 健康づくり・食育に関する市民アンケート調査について

② 骨髄バンクドナー支援事業について

（３）新型コロナウイルスワクチン接種について

（４）その他

① 恵庭ＰＣＲ検査センター運営について

② えにわっこ応援センターの開設について

4．その他

5．閉会

令和４年度　第２回

恵庭市保健センター運営協議会

資料１

資料５

資料２

資料４
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（１）令和5年度保健事業の推進について

・保健センター維持管理費（燃料費・光熱水費）

・夜間・休日急病診療所管理費（燃料費・光熱水費）

・旅費　・印刷製本費(健康カレンダー印刷費）
・会場借上費　・各種補助金・交付金・負担金
・保健センター運営協議会を開催し、保健事業の推進について検討する
・年に3回開催

・消耗品費　・保健センター事業用車両にかかる燃料費
・印刷製本費（封筒印刷費など）　・通信運搬費（電話料金等）
・委託料（感染性廃棄物運搬費、カラー印刷機の保守料など）
・使用料及び賃借料（印刷機やリース車両など）
・35～39歳の市民等を対象に身体計測、検尿、血液検査等の健康診査を行う。

・肝炎ウィルス感染状況を把握するため血液検査を行い、
必要に応じ保健指導を行う。

・血液検査を行いエキノコックス症の早期発見と治療を図る。
普及啓発  　  【単位：人】

・胃、大腸、肺、子宮、乳がん検診を集団、送迎バス、
個別医療機関で実施する。（R3、R4年度それぞれ後期高齢者を含む）

・子宮、乳がん検診が無料で受診出来るクーポン券を
対象者へ毎年6月に送付し受診勧奨を行う。

　クーポン対象者

R5計画 R4見込み R4計画

肝炎ウィルス検診
 　【単位：人】

R5計画 R4見込み R4計画
受診者数 534 363 552

受診者数 32 22 40

R4予算②

2,0042,109 2,004 △105

R5予算① R4見込 比較①-②

がん検診推進事業

エキノコックス症検診

 【単位：人】

事業計画
事業の目的・内容

事業項目
事　業　名

健康診査等事業

健康診査

子宮頸がん検診

　合　計

各種がん検診事業

※後期高齢者の胃・大腸・肺が
ん検診費用の支払いは国保医療
課で対応

子宮がん検診（体部）

　　子宮・・・20歳全員、乳40歳全員。

乳がん検診

緑と語らいの広場複合施設維
持管理

28
クーポン
26

受診者数 R5計画 R4計画
胃がん検診

肺がん検診

子宮がん検診（頸部）

乳がん検診

喀痰検査

R4見込み

R4見込み

R5計画 R4計画
クーポン クーポン

26
1,001

R4計画

受診者数

大腸がん検診

R4見込み

（単位：千円）※千円未満切り上げ

27
114 102 115
142 128 142

R5計画

165 165 104

41 40 44

30 24
773

1,414

887

1,396 1,281 1,286
1,880 1,707 1,746

 【単位：人】

1,492 1,368

1,118 858 988

 【単位：人】

24 21 28

1,709 5,266 5,224 △3,557

3,190 3,461 3,461 △271

保健センター運営事業
保健センター運営協議会事業 0

保健センター運営事業

一般事務

資料１

30,035 27,586 25,281 2,449
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・がん・生活習慣病予防など、健康づくりに関する正しい知識の
普及と適切な指導、支援を行う。

・健康づくり相談日の開設や電話相談などで心身の健康につ
いて個別の相談に応じて必要な指導、助言を行う。【単位：回】

・心身の機能の低下している方やその家族に対し、療養上必要な
保健指導を行い、心身の機能低下の防止と健康の保持増進を図る。

・生活習慣病の発症リスクが高い者に対する特定保健指導に ※国保特別会計予算
加え、特定保健指導の対象とはならなくても、検査数値から
その重症度に応じた保健指導を実施する。

発症予防（集団/回 ）
重症化予防（個別％）

・6月の食育月間等で、各団体が取り組んでいる食育推進事業
のパネル展示等を行い食育の普及を図る。　　　　【単位：回】

・食への関心を高め、「生涯にわたる健やかな暮らしの実現」

を目指して講演会等を開催する。　　　　　　　　【単位：回】

・うつ、自殺予防のためのこころの健康づくり講演会、ゲート

キーパー養成講座、パネル展を開催する。　【単位：回・日】

（回）
（回）
（日）

・精神保健福祉についての正しい知識の普及と電話、来所、
訪問による相談、指導を行う。(R5.1月末実績　165件)

事業計画
R4予算②

えにわの食育展（食育推進展
示）

R5計画 R4見込み R4計画

実施回数 3 3 4

食育講演会、食育講座

R5計画 R4見込み R4計画

普及啓発事業

R5計画 R4見込み R4計画

事業項目 R5予算① R4見込 比較①-②
事　業　名 事業の目的・内容

健康増進事業

4健診結果説明会 4 4

特定保健指導/生活習慣病重症
化予防事業

健康相談事業

R5計画 R4見込み R4計画

訪問指導事業

健康教育事業

実施回数

R4計画
健康づくり講演会/がん予防セミナー

こころの健康づくり事業

相談・訪問指導

食育推進事業

1 1 1

食育講座 3 2 6

食育講演会

3 1 1

普及啓発パネル展 160 160 160

 【単位：人】

 【単位：％・回】

1 1 1
ゲートキーパー養成講座

R5計画 R4見込み

R5計画 R4見込み R4計画
訪問指導(実人数) 17 36 13

30 26 20

600 600 700

こころの健康づくり講演会

　 　【単位：回】

2 2 2

325 337 337 △12

232 154 138 78

246 117 87 129

65

R5計画 R4見込み
特定保健指導（実施率％） 60 56
その他の
保健指導

4 4
70 65

R4計画
56

4

出前講座

3,003 229 208 2,774

42 10 10 30
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・う歯予防の適切な習慣を形成し、う歯の低年齢化、重症化

を防ぐため、歯科健診やフッ素塗布を実施する。【単位：回】
フッ素塗布

･8020運動の実現に向け、歯槽膿漏など歯周病予防のための
歯科健診を実施する。　　　　　　　　　　　　【単位：人】

･歯科疾患予防と口腔機能の維維持向上のために歯科医師と
歯科衛生士による講話等で普及啓発を図る。　　【単位：回】

・診療所を運営し、夜間・休日の内科・小児科系一次救急の
診療日空白ゼロを維持する。　　　　　　　　　　【単位：人】

・けが等の外傷は、夜間・休日の在宅当番医療機関で診療する。

・年2回開催
・市の救急医療体制の確保と充実を図るため、市内の二次救
急医療機関（救急告示病院）に対して助成する。
・令和５年度より定額割及び搬送人数(1人3,000円)の積算方法は
私的二次救急医療機関の恵庭第一病院、えにわ病院が対象、
公的二次救急医療機関の恵み野病院への積算方法は特別交付税算定
方式となり助成額が変更となる。

R5計画 R4見込み R4計画
患者数 1,894 1,371 3,794

救急医療対策事業

救急医療対策会議
二次救急医療助成事業

歯科保健事業

幼児歯科健診・相談

R5計画 R4見込み

R4予算②

夜間・休日急病診療所運営事
業

夜間・休日急病診療所運営事
業

4,784

歯科口腔保健普及啓発事業

R5計画 R4見込み R4計画

事業項目

R4計画
歯科健診（1歳半、2歳、3歳）

4,687

42 42 42

R5計画 R4見込み R4計画

フッ素塗布者数

歯周疾患検診

実施回数

【単位：人】

具体的事業
R5予算① R4見込 比較①-②

事　業　名 事業の目的・内容

R5計画 R4見込み R4計画

健口教室 4 0 4

280 322 260

243 313 310

4,122 △97

74,244 75,812 72,078 △1,568

18,838 6,449 6,412 12,389
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・1日2万円　上限10日

・大学・専門学校との連携
・献血支援団体への周知
・各種予防接種を行う。　　　　  　　　　　　　【単位：人】

・風しん対策事業(成人男性)　　　　　　　　　　【単位：人】

予防接種事業

予防接種

R2.10～

ロタウィルス（ロタリックス） R2.10～

1,716

子宮頸がん予防

麻しん風しん 単独接種含む

水痘
1,108
850

R5計画 R4見込み R4計画
風しん抗体検査
風しん予防接種

780

R5.4.1～　　 9価
ﾜｸﾁﾝ助成開始

高齢者等ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ

高齢者肺炎球菌

853
291
10,263

483

1,751ヒブ

小児用肺炎球菌
日本脳炎
Ｂ型肝炎

2,8022,757
1,280

備考

428
0
1,740

522
1,029
848

ロタウィルス(ロタテック）

個別接種
延接種者数

備考
R5計画

具体的事業
R5予算①

134

29 29 46

602

244 244 495

250
9,995
572

756

1,799

1,770
3,476
1,268
906

517

1,740

1,738

521
1,003
812

780

802
288
10,215

1,308

416
1
1,701

0
1,620

R4見込 比較①-②
事業の目的・内容

R4予算②

408

600

R4見込み R4計画

ＢＣＧ
不活化ポリオ
四種混合 三種混合含む

500

二種混合

骨髄バンクドナー支援事業
助成金

普及啓発

事業項目
事　業　名

100

179,122 203,958 203,958 　△24,836
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・産婦とその乳児が授乳指導や育児指導、心理的ケアを助産施設に
宿泊しながらサポートを受けることができる。　 【単位：泊】

・妊娠・出産・育児に関する情報提供や相談、仲間づくりの
機会とする教室を開催する。　　　　　　　　　【単位：回】

・特定不妊治療を受ける夫婦の経済的負担の軽減を図るため
治療費の一部を助成する。保険適用によりＲ4をもって事業終了。【単位：件】

・乳幼児における身体発育、運動、精神発達の遅れを早期に
発見し、適切な療育につなげ、健康に成長できるよう健康診

・3～4か月児 査を行い支援する。　　　　　　　　　　　　　【単位：人】
・9～10か月児
・1歳6か月児
・4歳児
・5歳児相談

・3～4か月児を対象に股関節脱臼の検診を行う。【単位：人】

・子どもの健康と育児に関する育児教室や相談日を開設する。

・電話相談も実施し随時対応する。
・0歳～6歳児の親に対し、救急対応等の理解を深めるための冊子
を改訂、作成し配布する。

事業項目
具体的事業

R4予算②R5予算① R4見込 比較①-②
事　業　名 事業の目的・内容

先天性股関節脱臼検診

乳幼児健診・相談

母子健康手帳の交付

養育支援訪問

妊婦健康診査・産婦健康診査

特定不妊治療費助成

乳児家庭全戸訪問

交付数

超音波検査

申請件数

R4計画

【単位：人】

R4計画

R5計画 R4計画

1歳6か月児健診
3歳児健診
5歳児相談 24

490
24

523
24

乳児家庭全戸訪問

　妊婦健診

　産婦健診

R4見込み

R5計画

399

育児教室、育児相談

こどもの救急冊子作成

母子保健事業

464

423
449
453
502

403

妊婦・両親教室・プレママ相
談日

妊婦教室

R4見込み

R5計画 R4見込み

R4見込みR5計画 R4計画
3～4か月児健診
9～10か月児健診

6
12

6
12

6
12

390

423
449

養育支援訪問

受診者数
R5予算

416 414 419

R5計画

R4予算

R4見込み
育児教室

産後ケア事業

R5計画 R4見込み R4計画
人数・宿泊数 222325

70

育児相談

R4計画

【単位：回】

【単位：回】

【単位：回】

421

12

両親教室 3 0 0

8 8

プレママ相談日

403 430
R4見込み

R4計画

71 80

439

20 53

5,579
2,111
710

4,789
2,148
689

5,579

449

R5計画

R4見込み

R4見込み R4計画

478

2,111
700

8

9 12

R5計画

56,526 55,505 51,624 1,021

6



*リスク妊婦・乳幼児健診未受診者・要対協ケース等に作成

・献血の普及啓発を図る。 0

・薬物乱用防止の普及啓発を図る。
0

●令和5年度予算(案）について

《 歳入 》 （単位：千円）

《 歳出 》 （単位：千円）
R5予算① R4予算② R4見込 比較①-② 備　考

374,833 388,948 377,151 △14,117合　計

0

0

0

0

(※千円未満切り捨て）

(※千円未満切り上げ）

0

0

計 32,182 47,835 23,737 △15,656

夜間・休日急病診療所使用料・手数料 16,634 33,261 8,854 △16,627
国・道補助金・交付金 5,413

その他

R4予算②R5予算① R4見込 比較①-②

315 312 1

755 750 0

事業項目 R5予算① R4予算② R4見込 比較①-② 備　考

歩くことを通したまちづくり事業

R5計画

参加者数

各種検診料金収入等 10,135 9,213

事業項目
具体的事業

母子保健事業

R4計画

・「子育て世代包括支援センター事業　Coconetえにわ」として相
談窓口を保健センターに設置し、母子保健コーディネーター１名を
配置のうえ、妊娠期から子育て期にわたり安心して健康な生活がで
きるよう、利用者目線に立った「応援プラン」を作成し、相談およ
び切れ目のない支援を提供する。

R5計画 R4見込み R4計画
【単位：所】

相談窓口

140

歩くことを通したまちづくり
事業

薬物乱用防止事業

献血事業

3,000 2,000 3,000

R5計画 R4見込み R4計画

事　業　名
子育て世代包括支援センター
事業

・歩くことに関連したイベント等をはじめとした仕掛けや仕組み
により、市民の健康への関心と参加を促し、健康づくりを推進す
るまちづくりにつなげる。　　　　　　　　　【単位：人】

1 1

支援ﾌﾟﾗﾝ作成数*

9,966 922

316

755

52 健康スポーツ課分の健康増進事業含む5,361 4,917

【単位：回】

142 112

1

R4見込み

事業の目的・内容
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（２）令和5年度予算(案)の概要について

《 歳入ベース 》 （単位：千円）

《 歳出ベース 》 （単位：千円）

PCR検査センター事業費（※） （※総務費）

保健センター運営事業

健康診査等事業

感染症予防事業

訪問指導事業

健康教育・健康相談事業

食育推進事業

夜間・休日急病診療所運営事業 患者一人当たり28,572円

歯科保健事業

救急医療対策事業 二次救急医療助成 18,764,000円含む

こころの健康づくり事業

R4年度は一般事務費に予算計上

予防接種事業

母子保健事業

子育て世代包括支援ｾﾝﾀｰ事業

歩くことを通したまちづくり事業

献血事業

薬物乱用防止事業

(※千円未満切り上げ）

(※千円未満切り上げ）

0

0

0 0

0

312

緑と語らいの広場複合施設
維持管理事業（※）

0

0

56,526

3,004

792

1,248

316

42 10

3,190

232

74,244

4,687 4,122

179,122

0

756

1,248

756

1,317

36

△ 69

208

3,466 9,342 △ 9,342

51,624

10 32

3,461 3,461 △ 271

138 154 78

72,078 75,812 △ 1,568

203,958 △ 24,836203,958

0

R4予算②

備　考

229

9,213 4

保健センター維持管理費（※総務費）

夜間・休日急病診療所管理費（※総務費）

備　考

健康スポーツ課分の健康増進事業含む5,361 52

47,835 △ 15,656

2,775

55,505 1,021

315 1

比較①-②

(※千円未満切り捨て）

比較①-②

△ 16,630

計

10,135

23,737

9,966

R4見込

8,854夜間・休日急病診療所使用料・手数料 16,631 33,261

国・道補助金・交付金 5,413 4,917

750

32,179

備　考

衛 生 費 371,591 379,518 △ 7,927

28,343 24,131 25,816 2,527

事業項目 R5予算① R4予算②

374,010

R4見込

368,453

755

事業項目 R5予算① R4予算②R4見込

755

0

民 生 費 246 117 129

合　　計 373,877 391,050 △ 17,173374,010

一般会計

87

総 務 費 △ 9,3752,040 5,470 11,415

合　計 373,877 391,050 △ 17,173

比較①-②

資料2

1,692 1,115 1,770 △ 78

骨髄バンクドナー支援事業 600 134 500 100

4,784 △ 97

18,838 6,412 6,449 12,389

246 87 117 129

事業項目 R5予算①

各種検診料金収入等
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「健康づくり・食育に関する市民アンケート調査」について 

１．目的 

   「第2次健康づくり計画」・「第3次食育推進計画」・「自殺対策計画」の3つ

の計画は、終期が令和6年度末であることから、各計画の評価と市民のニーズや生

活自体の把握のため、令和5年度に市民アンケート調査を実施し、次期計画の基礎

資料を得ることを目的とする。 

２．内容 

  ・対象者 ：18歳から80歳までの恵庭市民、2,000名を無作為抽出 

  ・実施期間：令和5年９月から1０月 

  ・調査方法：郵送式による調査依頼。書面もしくはWEBアンケートによる回答 

  ・調査項目：健康管理、食生活、運動、飲酒、歯科、こころの健康等 約40項目 

３．今後の予定 

 令和５年６月頃： 第1回保健センター運営協議会にて、アンケート調査の概要説明 

８月頃： 第2回運営協議会にて、アンケート調査項目の検討 

令和６年３月頃： 第3回運営協議会にて、アンケート調査集計の報告 

資料２ 
令和4年度第 2回保健センター運営協議会資料 
令和 5年 3月１０日
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骨髄バンクドナー支援事業について 

１．骨髄バンクドナー助成事業（案） 

   公益財団法人日本骨髄バンクが実施する骨髄バンク事業において、骨髄・末

梢血幹細胞の提供となったドナーに対して、ドナーの負担軽減を図るため、骨

髄等の提供のための通院・入院に要した日数に応じて、助成を行う。 

①助成対象者：日本骨髄バンク事業のドナー登録者で骨髄等の提供を行った時

点において、恵庭に住所がある方 

        骨髄等の提供に関する他の助成を受けていない方 

   ②助 成 額：1日2万円 10日間を上限 

   ③対 象 経 費：健康診断のための通院 

          自己血貯血のための通院・入院 

          骨髄等の採取のための入院 

          その他日本骨髄バンク等が必要と認める通院・入院及び面談 

   ④事業開始日 令和5年4月1日 

   ⑤事 業 周 知：広報えにわ・市ホームページへの掲載 

          市内事業者や団体等へのリーフレット配布 

          日本骨髄バンクとの連携 

２．骨髄バンク等普及啓発事業 

   市民や企業等に骨髄等移植の現状や骨髄バンク事業の理解促進、ドナー休暇

制度の導入やドナー助成事業についての普及啓発を行う。 

   ①普及啓発セミナー等の開催 

   ②広報えにわ・市ホームページでの周知 

３．骨髄ドナー休暇制度の導入に向けた取組 

骨髄・末梢血幹細胞移植の推進を図るため、市内の事業者・団体等に対し、骨

髄ドナー休暇制度の導入に向け、北海道が実施する取組に連携・協力する。 

また、恵庭市競争入札参加資格主観評価項目に「ドナー休暇制度」を追加（令

和４年12月の申請受付から開始）し、ドナー休暇制度の導入を促進する。 

資料№３ 
令和４年度第２回保健センター運営協議会報告資料
令和5年 3月１０日

10



新型コロナウイルスワクチン接種について 

１． 令和４年度 市におけるワクチン接種体制確保の取り組み経過 

（１）国からの接種方針に伴う市の主な接種体制 

日 程 等 事        象 恵庭市での対応 等 

■ 
R4.3.25～ 

12 歳以上 17歳以下の３回目接種開始 
4.1～ 初回接種完了者へ接種券送付（順次発

送） 

■ R4.5.25～ 
①60 歳以上の方、②18 歳以上 60 歳未満で

基礎疾患のある方等の 4回目接種の開始 

6.1～ 3 回接種完了者へ接種券送付（順次発送）

基礎疾患の接種券申請受付案内文発送 

□ R４.7.26～ コンビニ証明交付開始 
※現在、市内のコンビニ等の専用端末で取

得可能：ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞ必要 

■ R4.7.22～ 
18 歳以上の医療従事者及び高齢者施設等従

事者の４回目接種の開始 

7.26 接種券発送手続き開始 

■ R4.9.6～ 5～11 歳の小児に対する３回目の接種開始 
9.12 

9.17 

接種券発送開始（以後、順次発送） 

接種開始 

■ 
R4.9.16 特例臨時接種の期間を令和５年３月３１日まで

延長 

□ R４.9.20～ ＢＡ．１対応型２価ワクチンの接種開始 
10.1～ 

10.19～26 

4 回目接種の対象である 60 歳以上や医

療従事者等未接種者への優先接種を開始 

60 歳未満（12 歳以上）の接種券発送完了 
■ R4.9.22～ ２回目までの初回接種を完了した１２歳以上の

希望する全ての方に 

対するオミクロン株対応ワクチンの接種開始。４

回目接種の対象者で未接種の方から接種開始 

□ R4.10.13～ ＢＡ．４－５対応型２価ワクチンの接種開始 
10.30 各接種施設のワクチンをﾌｧｲｻﾞｰ BA.4-5 に

切替 

□ R4.10.21～ 
接種間隔の短縮（前回接種から５か月⇒３か

月） 

11.2 

10.27～ 

「恵庭市新型コロナウイルスワクチン接種セ

ンター」開設（R5.1.29） 

従来株で前回接種実施後 3か月を経過し

た 60 歳以上の方に対し接種券順次発送 

■ R4.10.24～ 
6 か月～4歳までの乳幼児に対する接種開始

（初回接種として３回接種） 

11.4 

11.16～ 

接種券送付（対象者一括送付） 

接種受付開始 

（２）接種状況について （令和５年３月１日 現在）  

① オミクロン株対応ワクチン接種（12 歳以上）  

対象者数 接種回数 接種率 備   考 

63,320 人 32,900 51.96％ オミクロン株対応２価ワクチン 
※接種対象：初回接種を終了した 12 歳以上の方 

②小児接種（５歳～１１歳） 

回数 対象者数 接種回数 接種率 備    考 

1 回目 

4,241 人 

1,044 24.62％  

2 回目 1,019 24.03％  

3 回目 399 9.41％  

③ 乳幼児（生後６か月から４歳）初回接種 

回数 対象者数 接種回数 接種率 備    考 

1 回目 

2,240 人 

100 4.46％ 
 3 週間の接種間隔 

2 回目 87 3.88％ 

3 回目 23 1.03％ 
2 回目接種から 8週間後接種可能 

⇒R5.2 月頃から順次開始 

資料４ 
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２． 今後の新型コロナワクチンの接種体制確保について 

現在、今後の新型コロナワクチン接種にあり方について、４月以降どのように行っていくべきか国の厚生科

学審議会（予防接種・ワクチン分科会等）で、技術的論点を踏まえ下記のとおり検討が進められており、３月

上旬の分科会の法令改正に係る諮問手続きを経て最終的な結論を得ることとしており、この内容等を踏ま

え、市においても順次必要な準備を進める予定。 

 【２０２３年度（令和５年度）の国における接種方針案について】 

(1)接種の法的位置付けについて 

 ●2023 年度の 1年間は現行の特例臨時接種の実施期間を延長することとしてはどうか。 

 ●2024 年度以降に接種を継続する場合には、安定的な制度の下で実施することを検討することが

適当ではないか。 

(2)2023 年度の追加接種スケジュールについて 

 ●追加接種可能な全ての年齢の者を対象として秋から冬（9～12月）に 1回、重症化リスクが高い者

等には、春から夏（5～8 月）に前倒してさらに 1回接種を行うこととしてはどうか。 

(3)2023 年春夏の追加接種について 

 ①接種対象者 

 ●65 歳以上の高齢者、基礎疾患を有する者その他重症化リスクが高いと医師が認める者に接種を

行うとともに、重症化リスクが高い方が集まる場所でサービスを提供する医療機関、高齢者・障害者

施設等の従事者にも接種機会を提供してはどうか。 

 ②使用するワクチン 

 ●オミクロン株対応２価ワクチンの使用を基本としつつ、組換えタンパクワクチン等も使用可能としては

どうか。 

(4)2023 年秋冬の追加接種について 

 ①接種対象者 

 ●追加接種可能な全ての年齢の者を対象者としてはどうか。 

 ②使用するワクチン 

 ●2023 年度の早期に結論を得るよう、今後検討を進めることとしてはどうか。 

(5)公的関与規定の適用について 

 ●令和 4 年秋開始接種の後に行う追加接種については、65 歳以上の高齢者及び基礎疾患を有す

る者その他重症化リスクが高いと医師が認める者以外の者については、予防接種法第8条（接種勧

奨）及び第 9条（努力義務）の規定の適用を除外することとしてはどうか。 
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えにわっこ応援センターの開設について 

１．事業概要 

   令和４年児童福祉法改正により、子育て世帯に対する包括的な支援のための

体制強化として、子ども家庭総合支援拠点（子ども家庭課に設置）と子育て世

代包括支援センター（保健課に設置）を再編し、すべての妊産婦、子育て世

帯、子どもへ一体的に相談支援を行う機能を有する機関の開設を目指し準備を

進めてきた。 

２．組織の名称と組織 

   名称：えにわっこ応援センター 

   場所：恵庭市役所１階 （現子ども未来部執務室内） 

   組織：子ども未来部 

        えにわっこ応援センター 

          ・母子保健担当（妊娠・出産・乳幼児等の相談 など） 

          ・相談担当（児童虐待・子どもや家庭の相談 など） 

          ・給付担当（児童手当・児童扶養手当 など） 

３．今後の予定 

  ・令和5年４月より、執務室内の工事開始（相談室・キッズスペースなど） 

  ・令和5年６月１２日より、市役所執務室での業務開始 

資料５ 
令和4年度第 2回保健センター運営協議会資料 
令和 5年 3月１０日
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